
人間ドック健診施設機能評価 Ver.4 総合評価  

 

施設名：一般財団法人近畿健康管理センター  ＫＫＣウエルネス神戸健診クリニック                                   

受審施設の概要  

ＫＫＣウエルネス神戸健診クリニックは、全国で健診を中心とした事業を展開して

いる法人の大阪事業部に属するクリニックである。テナントビルの 12階にあり、各交

通機関からのアクセスは良く、利便性に優れている。  

年間の受診者数は、一日ドック約 2,200人、その他の健診約 19,000人である。前回の

機能評価受審時より、受診者数は大幅に伸びている。  

本機能評価は、 2010年に初回の認定を受け、今回が２回目の更新審査である。  

 

第１領域  理念達成に向けた組織運営  

理念と基本方針は、法人本部より発出され、施設の基本方針が定められている。こ

れらはホームページに掲載され、職員も唱和するなど周知に努めている。  

個人情報保護は、法人が ISOを取得し、規定に基づいた職員への周知を図っている。

就業規則等各種規程も法人本部で作成され、施設運営に反映されている。  

中期経営計画・年度事業計画・予算書等についても法人本部が主導しながら、各部

署の意見把握と組織的な検討を行ない、実態に即した計画となっている。各部門や部

署、個人の取り組み目標として落とし込み、事業方針発表会にて職員に周知している。  

職員体制については、クリニックと法人、大阪事業部にて検討し、利用者数に準じ

た人員が配置されている。事務職員は常勤１名で現状対応できているようであるが、

受診者数も増加傾向にあるため、検討が必要と考える。法人所属の医師がシフト制で

健診業務にあたっており、人間ドック認定医や人間ドック健診専門医の関与もある。

認定・資格等に関しては充足されつつあり、今後、常勤医師の人間ドック認定医の取

得にも期待したい。  

各部署間の連携体制については、法人や事業部の会議にて、医療制度に関する事項・

手順の標準化・事故防止対策等が検討、対応されている。クリニック単独として、必

要に応じてミーテングを開催し、施設運営に関する検討を行なっている。  

全職員を対象にした年間教育計画が作成され、実行されている。健診に関する職種

別の教育については、外部の研修会・学会参加を推奨し、内部研修の教育・訓練レポ

ート提出を求めている。  

医療安全管理については、法人でマニュアルが作成され、法人内のクリニック間で

標準化が図られている。クリニックで発生したアクシデントやインシデント、ヒヤリ

ハットは、実態を分析し、法人の担当部門に集約され、是正処置・予防処置を講じる

しくみである。  

感染管理も法人が実施し、手順書が整備され、感染性廃棄物の管理はクリニックと

して適切に行われている。  

情報の管理体制は、IMSの規定に沿った対応となっており、サーバーや機器のトラブ

ル発生時対応等は適切である。  

高齢者や障害者への対応については、施設はバリアフリー化され、車椅子用手洗い

も設置するなど配慮が伺える。予約時に人員等の受け入れ体制を確保し、手順に沿っ

て情報共有を行っている。  

外国人への対応については、多国言語対応の通訳ツールの活用や、予約時に通訳可



能な同伴者と受診できるよう調整するなど、一定の対応が定められている。年間約 20

名の外国人受診者があり、英語、中国語、ポルトガル語の問診に対応している。  

 

第２領域  受診者中心の良質な健診の実践  

予約や契約は、法人が管理している。受付・収受業務、会計処理はクリニックで行

い、収受業務は業務手順書に沿ってダブルチェックが行われている。会計報告は、ク

リニックから法人に報告がなされている。  

日本人間ドック学会が定める基本検査項目に沿って実施されている。任意検査項目

は見直されている。  

 受診環境については、女性の検査はレディースゾーンとして待合を区分けし、レデ

ィースデイを週１回、女性医師による婦人科検診を週３日実施している。木曜日はメ

ンズデーに設定している。人間ドック受診者専用のリラクゼーションルームを設置す

る等、くつろげる空間に配慮されている。タブレットの進捗管理で検査予測を行い、

混雑回避を図っている。検査室は個室または個別に区分けされ、プライバシーにも配

慮されている。  

 受診時の注意事項・オプション検査案内などは事前案内されている。受診者情報は

チェック表により共有されている。内視鏡・ CT低線量化被爆・バリウム使用の際は、

リスクに関する説明と同意書取得がなされている。受診者急変時対応は手順書をもと

に教育・訓練が適切に行われている。 AEDは受付に設置されている。       

 検査の実施については、検体検査の取り扱いおよび業務マニュアルが作成され、ト

ラブル発生時の対応体制も適切である。内部精度管理および外部精度管理サーベイは

適切に行なわれている。生理・画像検査の精度管理も組織的に実施され、手順書に従

いクリニック所長がパニック値の緊急連絡を行っている。保守点検は規定に基づき適

切に実施されている。胸部・上部消化管 X線、腹部超音波検査の精度管理事業に参加さ

れ、日本乳がん検診精度管理中央機構のマンモグラフィ施設画像認定取得に向けて取

り組まれている。  

日本人間ドック学会が策定している判定区分に準拠し、判定基準は明確である。人

間ドック健診専門医や「教育実施規定」の社内認定資格を持つ医師により読影・判定

が実施されている。胸部Ｘ線・上部消化管Ｘ線・マンモグラフィは二重読影・比較読

影が実施されている。  

 医療精度の検討、新知見確認や手順標準化などの検討が委員会にて定期的に行われ

ている。今期は当クリニックが CTの症例検討会を主催している。さらなる取り組みと

して、検討会の記録を共有することが望まれる。  

 医療面接は保健師・看護師が原則、問診・計測・視力・血圧測定後に数分～ 10分程

度実施している。確認した内容は、問診システムや書面でスタッフに共有されている。

上記項目に加え、採血実施後に診察を行っている。  

 医師による結果説明実施率は約 80％である。平均 10名の受診者に対し、２名の医師

により 15分ほどの結果説明が実施され、画像検査結果も説明されている。今後は実施

率の向上を望みたい。  

 保健指導については、保健師と非常勤の管理栄養士３名により、指導マニュアルに

沿って 15分を目安に実施されている。結果説明実施者全員が指導を受けるため、実施

率は約 80％である。社内評価基準によって指導スタッフの育成教育が行われている。

当日の結果に基づき現在の状況確認が行われ、生活習慣改善指導が実施されている。

次回受診時に指導内容が閲覧され利用されている。                   

 



第３領域  継続的な質改善の取り組み  

受診者の意見の把握体制については、意見箱を更衣室内に設置しているが、およそ

月に２～３件の投書であり、利用活性化に努めていただきたい。人間ドック受診者へ

は健診終了後にアンケートが実施されており、ほぼ 100％の回収率である。意見・要望

に対する改善活動、受診者への周知がなされている。  

フォローアップについては、健診当日の面談時に書類を渡し、受診の必要性などを

説明している。受診連絡が無い場合は３ヶ月、６ヶ月後を目安に文書もしくは電話に

て経過を確認している。フォローアップ症例の結果は、次回受診時・読影時や、医師・

技師による症例検討にて活用されている。今回の受審を機にフォローアップ体制の改

善が進んでおり、今後の更なる充実が期待される。  

 悪性疾患に関する検査で要精検率は適切である。精検受診率は新しいフォローアッ

プ体制の運用後は 68％を超え評価できる。引き続きの取り組みを望む。  

重症化予防のために要治療と判定した検査の実施把握率は全体で 33.9％と、更なる

向上を望む。追跡検査・経過観察と判定した検査の経過把握については、返信が無い

際は 1 年後の受診時の聞き取りで把握に努めている。把握内容は、次回受診時・結果

説明・保健指導実施時に活用されている。  

二次検査が必要な受診者には適切な医療機関が紹介されている。紹介状が発行され、

医療機関からの返信の後も、結果や治療状況の問合せを実施している。紹介医療機関

への訪問やセミナー参加など、積極的に情報共有を行っている。  

 健診で得られた情報は法人全体で集計・分析され、健康管理事業実績として報告・

公表されている。日本人間ドック学会の調査に協力しており、研究調査活動規程に基

づいて適切な倫理審査が実施されている。演題や論文投稿の実績がなく、現在発表に

向けて準備中である。  

受診者に向けた有用な情報提供については、法人全体の集計・分析実績の公表に加

えて、クリニック単独の活動として近隣のウォーキングマップ作成、健康増進イベン

トの実施など、健康に関する情報提供に努めている。また、一般市民向けには、ピン

クリボン＆ブルークローバーキャンペーンのイベントを実施している。  

健康経営に向けた取り組みについては、法人の担当部署にて、健康診断結果を自由

に検索できるシステムの保険者提供や、情報誌の発行を行っている。  

継続的な業務改善の仕組みについては、受診者の意見を改善に反映し、対策の効果

検証も行っている。クリニックや職員個仕組目標設定や改善実行率を確認しながら取

り組む仕組みがある。  

 

総括  

法人での ISOの取得をはじめ、運営の多岐にわたり一元管理がなされている。当施設

はグループの一施設であるが、人間ドックの充実にむけた取り組みには、真摯に向き

合う姿勢が見られる。また、前回の受審時より受診者が倍増しており、施設に対する

要望も大きいと推察される。今後は、健診当日の結果説明や保健指導、その後のフォ

ローアップ体制の充実、そして得られた成果を発表する学術的な活動などについて一

層の取り組みを期待する。  

総合的見地から、人間ドック健診施設機能評価の認定（更新）に値すると判断する。  

 

審  査  日  2022 年  2 月  10 日  

認定承認日 2022 年  2 月  26 日  


